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ド・リラダン（Villiers de l’Isle-Adam, 1838–1889）の『未来のイヴ』（L’ Ève 

















グマリオン神話を題材とした詩 “Pygmalion and the Image”（1868–70）を
発表し、彼の友人であるラファエル前派の画家エドワード・バーンジョー
ンズ（Sir Edward Coley Burne-Jones, 1st Baronet, 1833–1898）は、1875年
から 1878年にかけて同タイトルの絵画作品（1868–70）を、アーネスト・
ノルマンド（Ernest Normand, 1857–1923）も Pygmalion and Galatea 
（1886）というタイトルの作品で人造美女のガラテアを描いている。戯曲作
品ではW. S. ギルバート（William Schwenck Gilbert, 1836–1911）が彼の妖
精作品群の中で『ピグマリオンとガラテア』（Pygmalion and Galatea, an 
Original Mythological Comedy, 1871）を製作し、ジョージ・バーナード・
ショーは『ピグマリオン』（Pygmalion, 1912）を 1912年に発表、いずれも
興行的大成功を収めた。小説作品ではウィリアム・ヘイズリット（William 




Adam, 1838–1889）の『未来のイヴ』（L’ Ève future, 1886）など、ガラテア
を発端とした人造美女構想がフィクション作品に与えた影響は計り知れな
い2。
本論で取り扱うケレットの人造美女作品 “Th e New Frankenstein” （1899）
はその渦中で生まれた人造美女作品である。リラダンの『未来のイヴ』の
後、Pearson’s Magazine にて初掲載されたこの短編小説は、メアリー・シェ
リー（Mary Wollstonecraft Shelley, 1797–1851）が発表した『フランケン
シュタイン』（Frankenstein, 1818）のタイトルをそのまま冠する形で世に送
り出された。その翌年に “Th e New Frankenstein” は SF短編集 A Corner in 
Sleep: And Other Impossibilities （1900）に収録されたが、更にその翌年にケ
レットは主に時事的な要素や暗示的な表現箇所を中心に約 2,000ワードを
削除した3短縮版の “Th e Lady Automaton” （1901）を同誌に寄稿した。以上
の経緯からケレットにとってはおそらく “Th e Lady Automaton” を作品の








作品を取り扱ったイギリスの定期刊行雑誌である。H. G. Wells （Herbert 
George Wells, 1866–1946）は1897年にこの雑誌にて連載小説を発表し、翌
年『宇宙戦争』（War of the Worlds, 1898）として単行本化された。そんな雑
誌の傾向を意識してか、ケレットは作品中、科学分野を中心に当時人々の
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関心を寄せていた時事的トピックをふんだんに “Th e New Frankenstein” に
盛り込んでいる。今回はその中でも特に代表的と思われる 3点、オートマ
タ職人のジャック・ド・ヴォーカンソン（Jacques de Vaucanson, 1709–
1782）、自動チェスプレイヤー、蓄音器に着目したい。
3-1.　ヴォーカンソンの生体機構模写









視されていた。詩人ブリテンのトマ（Th omas of Britain, 生没年不詳）によっ
て 1226年に書き起こされた伝承物語の Trisitran（Tristansage）の断章 “Hall 
of Statues” のエピソードに登場するオートマタがその例である。
Inside her breast is a coff er “fi lled with the sweetest gold-mingled herbs 
in the whole world.” Th e scent of the herbs travels through tubes to her 
mouth, so that she exhales perfumed air, “as if all the most precious herbs 
were inside it.［ . . . ］ In regard to shape, beauty, and size this fi gure was 
so much like Queen Ysolt as though she herself were standing there, and 






く「気息と肺」である点である。“Th e New Frankenstein” でも、完璧な女
性として再現されたオートマタ Amelia に彼女の創造主であり発明家の
Mooreが血液の再現を完全に失念していた描写がある。それは “I never 
thought she would need to bleed. Strange that I should have forgotten that. 
Th ey say that murderers always forget just one thing, just one little thing. But 























ン（Wolfgang von Kempelen, 1734–1804）が 1770年に製作した自動チェス
指し人形の “Th e Turk” がモデルであることは間違いないだろう。人形が自
ら思考しながらゲームに興じるという、人工知能の機能を持った自動人形
は当時多くの関心を寄せ、国内外を周ったチェスプレイヤーとの対戦公演
には毎回多くの観客が押し寄せたという。ケレットは “Th e New Franken-
stein” の中ではアメリカのポール・モーフィー （Paul Charles Morphy, 



















れた、Phillips と応答マシーンとの間で “Th at was a fi ne speech by Mr. Glad-
stone’s yesterday evening.” / “Yes,” the delicate feminine voice again replied; 
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い描写は、 Moore や Phillips が称する「人形のようなうわべだけの女性た
ち」という当時の女性の風刺へと繋がってゆく。
3-3.　蓄音機から派生した人工知能構想に見る「音声」の重要性

















してエディソン自身が “talking doll” の発明に勤しんでいた事実があったこ
とである。










年の “Th e Phonograph and Its Future” で、この小型発話機構の開発を “a 
doll which may speak, sing, cry, or laugh, may be safely promised our chil-






4.　「女性」 と 「人形」、 「製作者」 と 「人造美女」： 2つの関係性が示唆するもの
4-1.　「女性」と「人形」



































流階級の女性について “Philosophers look forward to the time when men 
shall have automata as their slaves; but here are two young fools in willing, 
absurd slavery to an automaton, who bends them to her will as she speaks. 
Her will ! I suppose she has no will, but she looks uncommonly like it. Let us 






最初は。Moore が Philip にオートマタの Amelia を紹介する場面である。
彼は Amelia のことを “I am determined that she shall be the beauty of the 
season. She shall eclipse them all! I tell you. What are they but dolls? and she 
is more than a doll; she is ME. I have breathed into her myself, and she all 
but lives; she understands and knows! Come, promise me you will not betray 

















Moore と Amelia の関係も、創造主と彼にとっての完璧な芸術作品であり、
Moore は Amelia の永遠性に目覚め、自身を Amelia に捧げる宣言を行った
―その仮定で考えると、その後の Phillips が自身の心の揺らぎを吐露す
る心情の場面が別の意味を持ちはじめる。Phillips が “My enemies, indeed, 
have called me obstinate; but no one, not even a caricaturist, has ever repre-
sented me as fl abby and pliable. Strong-willed I know I am; I have proved it 
over and over again̶and yet there was one man before whom I was wax, or 
as one of his own automata. Th at man was Arthur Moore. ”（94–95）と、彼の
内に秘めた不安な心情を吐露する場面がある。この箇所は男性である Phil-




な心情描写は、短縮版の “Th e Lady Automaton” で大幅に削除された箇所
である）。その後の展開を辿ると、所々に Moore がオートマトンと一心同
体であると発言するシーンがあり、物語の最後にはオートマトンが破壊し、
同じ瞬間に創造主の Moore も死亡することから、Amelia を完成させた時
点で Moore は内在する精神や命を全て Amelia に捧げ、彼女に支配されて
いたことが分かる。先に引用した場面は一見男性の Moore に操られている
ように見えが、実際の Moore は Amelia と一心同体であることから、Phil-
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lips もまた Moore を経由して Ameliaという女性に支配された操り人形で




























Henry Sweet, then a young man, lacked their sweetness of character: he 
was about as conciliatory to conventional mortals as Ibsen or Samuel 
Butler. His great ability as a phonetician （he was, I think, the best of 
them all at his job） would have entitled him to high offi  cial recognition, 
and perhaps enabled him to popularize his subject, but for his Satanic 
contempt for all academic dignitaries and persons in general who 

















しかしギルバート版の Galatea やリラダンの HADALY、ケレットの 











娘の Eliza と社交界の Eliza、どちらにも瞬時に切り替えることができる。
このことを把握している Eliza は自分を一人の人間として尊重しない Hig-
gins 教授に見切りをつけ、自活して自分を愛してくれる Freddyと結ばれる
未来を選択する。Higgins 教授と決別する Eliza の台詞に “Well, you have 
both of them on your gramophone and in your book of photographs. When 
you feel lonely without me, you can turn the machine on. It’s got no feelings 
to hurt.” （93–94） という、矯正して Higgins 教授の意のままの姿になった
自分を「機械」と表現する場面がある。Higgins 教授が目標とした女性像
はあくまで表面上の様式を模造したものである。訛りのない声、華美で上
品なファッション―それらの構成要素は簡単に機械に記録でき “Th e Lady 



























出された “Th e New Frankenstein” だが、発表後数年で “Th e Lady Automa-
ton” にタイトルを変更し、内容の変更を行ったのはなぜだろうか。



















明の蓄音機の “talking machine” や、消費社会の中で生まれた大量生産で鋳
造可能な、うわべだけの軽薄な美術品になぞらえた。そのことを暗示する
ために “automata” というキーワードをタイトルに込めたのかも知れない。
“Th e New Frankenstein” を執筆したケレットは当時 35歳、ケンブリッジ
大学の Leys School の Senior English Master だった。彼は数点の SF小説を
1900年に A Corner in Sleep: And Other Impossibilities にまとめ、1901年に 
“Th e Lady Automaton” を発表した後は、1909年に “How I Won the Derby: 
A Romance of an Automaton” の作品を最後に、教員として勤務する傍ら文
芸・社会批評を専門とした随筆家に転身した。以上の背景からケレットは
SF小説作家としてはその作品の系譜の中で埋没してしまった作家の一人で
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